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研究成果の概要（和文）：本研究では，これまでに前例がない新任看護師の臨床経験値の視覚化，新任看護師の
臨床経験値を踏まえた学習設計，新任看護師の習得スキルの設定と視覚化，習得スキルの反映と新たな学習設計
の機能，経験学習の効果が確認できるという独自のデザインを取り入れた人材育成ツールを開発した．
実証実験の結果では，ツールの使用は，新任看護師と教育担当者の関わりを増やし，動機づけや学習効果に一定
の効果を及ぼしたと考えられた．一方，ツールは，ユビキタスな環境下での使用や簡単に操作できる様に利便性
を向上させることや，新任看護師の客観的評価を取り入れることが課題であった．

研究成果の概要（英文）：In this study, a uniquely designed human resource development tool was 
developed. It incorporates the following functions: visualization of clinical experience value, 
learning design based on clinical experience value, setting and visualization of acquired skills, 
reflection on acquired skills and new learning design, and confirmation of the effectiveness of 
experiential learning. The results of the demonstration experiment showed that the use of the tool 
increased the involvement of new nurses and educators and had a certain effect on motivation and 
learning effectiveness. On the other hand, it was necessary to improve the convenience of the tool 
so that it could be used in a ubiquitous environment and easily operated, and to incorporate 
objective evaluation by new nurses.

研究分野：看護教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は,訪問看護師の新任看護師教育を行う教育担当者が,新任看護師の特徴を捉え,学習理論やプロセスに沿
った学習方法を提供することを目的とした人材育成ツールを考案し開発したことで，新任看護師の特徴に合わせ
た教育体制と支援の充実に寄与することによる学術的意義がある．また，人材不足が深刻な課題である訪問看護
師の育成に寄与すると共に，教育の充実は，訪問看護の質を高めることにより，在宅療養を送る利用者の医療提
供体制の充実につながる．さらに，教育の充実により訪問看護師の職業的アイデンティティを高めることができ
れば，離職予防につながる可能性があり，社会的意義がある．
　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
我が国の高齢化率は 28.8％に達し，今後さらに増えることが予測されている（内閣府，2021）．

医療介護人口の増大から，2025年には，訪問看護師が約 12万人必要である（2016年の 2倍以

上の人数）と試算されている（厚生労働省，2019）． 

現在，訪問看護ステーション（以下，ステーション）数は，5,731ヶ所（2010年）から 11,931

ヶ所（2020年）に増加し（全国訪問看護事業協会，2020），2019年に新規採用を行ったステー

ションは 66.4％にのぼっている（大阪府，2018）． 

新卒看護師の採用経験は，3.4％に過ぎず（全国訪問看護事業協会，2018），「積極的に採用し

たい」「条件が整えば採用したい」と回答した施設は 37.9％（丸山・柏木・叶谷，2018）と低い．

新卒看護師を採用しない理由は，「教育体制が十分でない」54.2％，「臨床経験のある看護師を採

用したい」50.8％（全国訪問看護事業協会，2018）が挙げられている．これらのことから日本

看護協会は，訪問看護ステーションでは未経験者を On the Job Training (以下，OJT)で育成

する余裕がなく，即戦力頼みの採用になりがちであり，教育研修体系の整備に課題があると報告

している（日本看護協会，2016）． 

臨床経験を有した上で，訪問看護に転職した看護師においても，さまざまな困難を経験したこ

とが報告されており，「自分自身が訪問看護師として未熟であることに悩んだ」83.6％，「一人で

訪問しケアをする責任の重さに悩んだ」79.4％などが挙げられている（森・大山・廣岡・深堀，

2016）．また，訪問看護は，病院の科別看護（臨床看護）とは異なり，ジェネラル・プラクティ

スが求められる（矢尾，2010）ことから，臨床看護とは別の教育が必要である．さらに，教育を

行う側においては，新人訪問看護師に安心して訪問を任せられるように，「在宅と病棟の違いに

より看護師に起きているゆらぎを見極めること」や「看護師が自らゆらぎに気づけるような促し

と乗り越えられるような働きかけを行うこと」などの支援を行っていることが明らかになって

おり（中村，2009），新任看護師の特徴に合わせた教育体制と支援の充実が喫緊の課題といえる． 

 

２． 研究の目的 

研究の目的は，訪問看護ステーションにおける新任看護師が，これまで病院等での経験で習得

している臨床経験値（強み）をシートに記入させることで学習前の状況を明らかにし，この臨床

経験値（強み）が生かされるような形での学習設計と主体的な学習を支援することができる人材

育成ツールを開発することである． 

 

３．研究の方法 
人材育成ツールの開発に向けて，①新任看護師に対する継続教育の課題,②ICTを活用した看

護師の継続教育の効果,③訪問看護師の教育プログラムにおける新任看護師教育の課題について

先行研究を基に整理した． 

新任看護師の教育の課題解決に向けた教育方法について理論やモデルを検討した結果から，

看護師の個々に異なるキャリアに応じた学習設計はインストラクショナルデザイン（以下，ID）

を取り入れ，OJT による看護実践では経験学習理論に基づいた学習方法を取り入れる事で，学

習効果の向上が期待できると考えた．また,臨床経験と訪問看護での看護実践に関連性

（Relevance）を見出し,注意（Attention）を向けて学習に取り組み,OJT による看護実践にお

いて，自分の経験が活かされたことによる満足感（Satisfaction）と，在宅療養者に対して適切

な看護が提供しスキルが習得できたことによって自身の成長を実感することで自信



（Confidence）を持つことができるように，ARCS モデルの要素を取り入れた評価機能を取り

入れることで，学習意欲の向上と主体的な学びの促しにつながることが期待できると考えた．さ

らに，ICT を活用し,効率性と個々の経験に対応できる教育環境を提供することで,即戦力を必

要されている新任看護教育が属人的に陥らないように配慮する必要があると考えた．以上より,

本研究が目指す新任看護師教育の概念枠組みをまとめた．それを基に，新任看護師の特徴に合わ

せた人材育成ツールの設計をMicrosoft Excelを用いて開発した．開発したツールを用いて実証

実験を行い，ツールの学習効果と操作性と実用性について検討した．さらに，人材育成ツールの

運用に向けた教育システムを検討した． 

 
４．研究成果 

本研究で開発したツールは，これまでに前例がない新任看護師の臨床経験値の視覚化，新

任看護師の臨床経験値を踏まえた学習設計，新任看護師の習得スキルの設定と視覚化，習得

スキルの反映と新たな学習設計の機能，経験学習の効果が確認できるという独自のデザイ

ンを取り入れた．①臨床経験値の視覚化，②臨床経験値を踏まえた学習設計，③習得スキル

の設定と視覚化，④習得スキルの反映と新たな学習設計の 4 つの機能を説明した上で期待

する効果について,①個人の特徴を捉えた学習,②教育の効果と効率の向上,③訪問看護師

教育の ICT 化の視点から述べた． 

本ツールは IDの要素を取り入れたことにより，学習設計時に，学習開始時に新任看護師の学

習開始前の状況（習得済のスキル）を確認した上で，不足しているスキルを抽出し，「何を学ぶ

必要があるのか？」を明確にした上で，学習を進めていくことができる．そのため，様々な臨床

経験を有する新任看護師個々の状況に合わせた学習設計を可能にする．また，経験学習の要素を

取り入れたことにより，学習設計には新任看護師の臨床経験が活かされるように設計すること

を教育担当者に導いている．これにより，新任看護師は自分の臨床経験について語る場ができる

と共に，教育担当者は，新任看護師が有する臨床経験を強みとして捉え，ステーションでその強

みが活かされることにより，ステーション全体の看護の質向上に寄与することが期待できると

考える．さらに，教育担当者は，木のイラストの実の描出程度により，新任看護師の経験を活か

せられる様に支援ができたかどうかを振り返ることができる．そのため，本ツールを用いること

は，教授方法を学習する機会の少ない教育担当者にとって，誰でも学習理論に基づいて学習支援

ができ，教育効果と効率が向上することが期待できると考えた． 

この人材育成ツールを用いて行ったステーションでの実証実験の結果では，ツールの使用は，

新任看護師と教育担当者の関わりを増やし，動機づけや学習効果に一定の効果を及ぼしたと考

えられた．一方，ツールは，ユビキタスな環境下での使用や簡単に操作できる様に利便性を向上

させることや，新任看護師の客観的評価を取り入れることが課題であった．さらに，将来的に職

場間での情報共有やコミュニケーションを円滑にする新たな機能や e ラーニングなどの学習コ

ンテンツの機能を追加していくことにより，訪問看護の質向上を促すための学習支援システム

の構築につながると考えられた． 

以上より，新任看護師に特化した人材育成ツールの実用化においては,ひとりで訪問する新

任看護師をサポートできる体制を構築し，学習環境を整備することが欠かせないことが明

らかになった．具体的には，①教育の効果・効率を高める教育コンテンツと②教育時間の捻

出のための業務のスリム化の 2 点が必要であり，人材育成ツールと併せてさらに教育環境

を整備することが課題である． 
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